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　1．はじめに

　2003年6月30日から7月11日までの12日間，フラン

ス・コルシカ島で第1回SOLAS　Intemational　Sum－

mer　Schoo1が開催された．日本からも大木（日本学術

振興会／北大院地球環境），谷本（国立環境研），藤井（日

本学術振興会／国立環境研〉の3名が出席したのでその

様子を報告したい．

　SOLASは22力国，250人の科学者によって2000年2

月に策定され，IGBP，SCOR，WCRP，CACGPの諸
組織の資金援助を得て新しく設立された国際研究イニ

シアティブである．その主な目的は大気・海洋間の生

物化学一物理過程の相互作用やフィードバック，そし

てこの結合系が気候や環境の変化にどのように影響を

与えどのような影響を受けるかの定量的理解にある．

具体的な研究対象として，

　1．大気・海洋間の生物化学的な相互作用とフィー

　　　ドバック

　2．大気・海洋境界面での物質の交換過程

　3．CO、をはじめとする温室効果気体の大気・海洋

　　問フラックス

が挙げられる．この種の研究を進めていくためには，

従来の気象学や海洋学の枠組みを越えた幅広い知見が

不可欠であり，また国内外を問わず異分野の研究者と
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の交流が極めて重要であることは論を待たない．そこ

で，若手研究者を育成する試みの1つとして今回初め

て夏の学校が開催された．大学院生やポスドク研究者

を中心に南極を除く各大陸から270余名もの応募者が

あり，日本からの上記3名を含む72名が選ばれた．

　夏の学校はナポレオンの生誕地として有名なコルシ

カ島の主要都市Ajaccio郊外のCargeseにあるコル

シカ大学Institut　d’Etudes　Scientifiquesで開催され

た．日本を出発したのが丁度梅雨期であったため，地

中海の陽光が殊更に眩しく感じられた．1日のスケ

ジュールは9時開始，午前中に講義2コマ，昼食そし

て3時間におよぶシエスタを経て夕方に再び講義2コ

マ，20時半終了というものであった．この他，学生に

は期間中に実習と発表が課され，全体的にはかなりタ

イトなスケジュールであったと言える．

　2．講義
　今回の夏の学校で特筆すべきは何と言っても講師陣

の充実ぶりであろう．講義数は22，講義内容は温室効

果気体と気候変動，海洋学，大気海洋化学，炭素循環，

物質循環モデリング，海洋生物学，気体交換，リモー

トセンシング，データ同化，栄養塩循環，鉄循環，DMS

と硫黄循環，気相化学反応，沿岸海洋学，古気候学，

時系列海洋観測というようにSOLASが扱う幅広い研

究領域を十分にカバーした．それぞれの講義は世界各

国から招かれた各分野の第一線級の研究者によって行

われた．今まで国際学会のような場では常に周囲に人

がいて話しかけることすら叶わなかった彼らと1週間

単位の時問を共有出来たのはこの上なく得難い経験

だった．また，既存の教科書的な講義ではなく各分野
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の最新の成果を織り交ぜ，時間と労力を費やして学生

向けに組み立て直した講義もさることながら，若手に

対する誠実な対応の仕方等，おしなべて見事というし

かなかった．内容はイントロ的なものが多く，自身が

専門とする分野の講義に限っては物足りない感もあっ

たが，各講義1時間半という時間的制約上これは致し

方ないだろう．むしろ2週問弱という短期間でこれだ

けの内容を網羅したことを積極的に評価したい．

　これまで大気と比べてデータ取得が困難だった海洋

だが，80年代後半から時系列定点観測，90年代に入る

と人工衛星を利用したリモートセンシングが加わり，

取得データは飛躍的に増加した．その結果，海洋表層

に存在する植物プランクトンの優占種の遷移に代表さ

れるここ数年問の海洋生態系の変動が明らかにされつ

つある．観測によるこのような最近の成果は複数の講

義で何度も取り上げられていた．その他にも，大気か

ら海洋への鉄の供給，海洋から大気へのDMSの供給，

そしてそれらの供給の変化が海洋生態系や気候に及ぼ

し得る影響なども学生によるプレゼンテーションでも

何度も取り上げられており，SOLASの中心的な研究

対象の一つとなって来ていることを実感した．これら

は比較的新しい研究対象であって，我々が大学院生

だった頃は講義等で受講する機会はまだ少なかったた

め，却って新鮮な気持ちで受講することが出来た．

　3．実習
　実習は期間中の中盤3日間を利用して行われた．内

容は船舶を利用した海洋観測（CTD，海水試料採取，

プランクトンネット），海洋観測で得た試料の分析実験

（クロロフィル，塩分濃度，プランクトン観察），大気

海洋間の気体交換係数計測実験，物質循環モデリング

および衛星データ解析，プレゼンテーションの5項目

であった．一般に観測や実験を生業とする研究者はモ

デリングの経験が少なく，逆にリモートセンシングや

モデリングを主体とする研究者は船舶観測やラボ実験

の経験が少ない．特に初めて船舶観測を経験した学生

にとっては図らずも自分が船に弱い（強い）ことを知

る貴重な機会となったようだ．そしてこれらの実習は

相互の研究の現場とそれに伴う労苦を垣間見る非常に

良い機会となった．

　一方でプレゼンテーションはどんな研究者にも共通

して求められるものであり，実習では短時間に効率的

かつ鮮明に研究内容をアピール出来るポスターの作り

方等，非常に実践的な指導を受けることが出来た．こ

れまで幾度となくポスター発表を重ねて来たポスドク

研究者といえども，この実習から学ぶことは多かった．

日本の大学院でもこのような実践的なことを学ぶ機会

があれば良いと強く思う．

　4．発表
　学生には等しく口頭発表とポスター発表の両方が1

回ずつ課された．内容は自分が既に着手している，ま

たは行おうとしている研究を紹介するというもので，

純粋な地球流体力学的なものから古環境の復元や地震

予知の可能性を扱ったものまで，本当に色々な分野の

ものがあった．ポスターは自国で事前に作成するので

修正の機会がないが，口頭発表は前述のプレゼンテー

ション実習で学んだ内容を基に大幅に修正する機会が

あり，大いに役立った．ポスター発表は夕方の講義終

了後に所内の中庭で行われた．用意されたコルシカワ

インがアットホームな雰囲気に拍車をかけたことは言

うまでない．

　5．課外活動
　昼下がりの3時問におよぶシエスタ時には当然のよ

うに殆どの学生（と講師の一部）が近くのビーチに繰

り出した．夕食は滞在しているアパートで自炊する者，

近くのレストランで済ませる者など様々だったが，

Cargeseは小さな村なので，レストランやバーに行け

ば誰かしら学生が居合わせた．夕食だけでは飽き足り

ず，近隣のバーで深夜（しばしば明け方）に至るまで

飲んで歌って踊る者も決して少なくなかった．期間中

に1日だけ休日があったが，バスで1時間ほどのとこ

ろにあり世界遺産にも指定されているスカンドラ自然

保護区にピクニックに行く人が多かった．海外の学生

は総じて好奇心とバイタリティーに溢れているとは，

何処の国に行っても思うことであり，それは単に彼ら

が若いからという以上のものがあるように思う．

　6．終わりに

講師の1人であるRikWanninkhof（NOAA）が，

「夏の学校は良い就職活動の場でもある」と冗談交じり

に言った．その言葉を受けてかどうか定かではないが，

学生は皆，何に対しても非常に積極的で，今回の夏の

学校で何かを学び取ってやろうという気概に溢れてい

る人が非常に多かったという印象を受けた．また話好

きな人が多く，意見交換をする機会を十二分に得るこ

とが出来た．おかげで夏の学校を通じて研究に対する
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意識を高め合うことが出来たと確信している．

　数年の後には，今回の夏の学校に学生として参加し

た人たちがSOLASに関連した研究の中心的存在に

なっているかも知れない．そんな彼らと国際学会等の

場で再会し十分な交流を成し遂げるためには，我々も

研究者として生き残っていなくてはならないのだとい

うこと，また交流の道具としての英語力の向上が必要

条件であることを改めて痛感すると同時に，これから

の研究に対する大きな励みとなった．他の多くの学生

たちも同様に感じたのではないだろうか．

　このように，第1回SOLAS夏の学校は大変な成功

裏に12日問の全日程を終了した．今後もこのような夏

の学校の開催を望む声は強い一・方で，主催者の費やす

労力と費用が相当なものであることからも，毎年の開

催は無理なようである．出来れば2年後に開催したい

ということだったので，興味をお持ちの方には以下の

サイトを随時ご覧になることをお勧めしたい．

SOLASホームページ：

http：／／www．uea．ac．uk／env／solas／

SOLAS夏の学校ホームページ：

http：／／www．bgc．mpg．de／～corinne．1equere／solas／

　最後になりましたが，夏の学校を運営して下さった

Corinne　LeQu6r6（Max－Planck－lnstitutfur　Biogeo－

chemie）とスタッフの方々に感謝します．日本からの

参加者3名の旅費の一部は科学技術振興事業団から援

助して頂きました．国際SOLAS科学運営委員会メン

バーの東京大学海洋研究所の植松光夫助教授には，日

本から参加するにあたり大変お世話になりました．心

からお礼申し上げます．

　　　　　　　　略語一覧
CACGP：Commission　on　Atmospheric　Chemistry　and

　Global　Pollution

CTD：Conductivity－Temperature－Depth　profiler

DMS：dimethyl　sulfide

IGBP：International　Geosphere　Biosphere　Pro－

　9「amme
NOAA：National　Oceanic　and　Atmospheric　Admin．

　stration

SCOR：Scientific　Committee　on　Oceanic　Research

SOLAS：Surface　Ocean－Lower　Atmosphere　Study

WCRP：World　Climate　Research　Programme

2004年2月 69


